
第 40 回中国四国私立大学対校陸上競技選手権大会 大会要項 (競議会コード 19670701) 

  

１．主 催 環太平洋大学陸上競技部 

 

２．主 管 一般財団法人 岡山県陸上競技協会  

  

３．運営協力 岡山学生陸上競技連盟，（主管校：環太平洋大学）  

  

４．期 日 2019 年 6 月 2 日（日） 開会式 9:30（予定） 競技開始 10:00（予定）   

  

５．場 所 倉敷運動公園陸上競技場   会場コード：332010 

 住  所  〒710-0835 倉敷市四十瀬 4 番地  電話番号 086-425-0856 

  

６．競技種目  

【男子】１８種目  

100ｍ, 200ｍ, 400ｍ, 800ｍ, 1500ｍ, 5000ｍ, 110ｍH, 400ｍH, 3000ｍSC, 4×100ｍR, 

4×400ｍR, 走高跳, 棒高跳, 走幅跳, 三段跳, 砲丸投, やり投 円盤投 

【女子】１５種目  

100ｍ, 200ｍ, 400ｍ, 800ｍ, 3000ｍ, 100ｍH, 400ｍH, 4×100ｍR, 4×400ｍR, 走高跳, 

 走幅跳, 棒高跳, 三段跳, 砲丸投, やり投  円盤投 

  

７．出場資格  

2019 年度中国四国学生陸上競技連盟の登録者で，中国四国地区の私立大学陸上競技部

に所属する者。   

  

８．出場制限  

（1）各加盟校 1 種目 3 名以内。ただし，3 名以上参加の場合はオープンでの参加を認める。  

（2）1 人 3 種目以内(リレーは除く)とし，リレーは各種目につき 1 チームとする。      

（3）男女とも出場者が 4 名に満たない種目はオープン扱いとする可能性がある。   

  

９．競技規則 競技は 2019 年度日本陸上競技連盟競技規則により実施する。   

  

１０．競技方法  

学校対抗とする(男女別)。各種目の得点は 1 位 6 点，2 位 5 点，・・・6 位 1 点とする。   

  

 



１１．表 彰 

（1）男女別に総合優勝校には優勝カップと賞状を，2，3 位の学校には賞状を授与する。  

（2）各種目とも 3 位までの入賞者には賞状を授与する。  

（3）男女ともに最優秀選手を各 1 名選出し，表彰する。   

  

１２．参 加 料 

1 人 1 種目 1,000 円 リレー：1 チーム 1,500 円   

  

１３．申込期限 2019 年 5 月 11 日(土) 必着   

 

１４．申込先 

   〒709-0863 岡山県岡山市東区瀬戸町観音寺 721 

       環太平洋大学陸上競技部 

１５．問 合 先 

   環太平洋大学  部長 廣重 陽介  監督 品田 直宏  

TEL：086-908-0200（大学代表） 

 E-mail: y.hiroshige@ipu-japan.ac.jp 

１６．申込方法 

（1）参加校は，第 40 回中国四国私立大学対校陸上競技選手権大会のホームページより

エントリーシートをダウンロードし必要事項を記入の上，期日までに電子書類を

Ｅメールまで送付すること。   

（2）エントリーシートと同じ内容のものを一部印刷して必ず捺印して上記の申込先ま

で送付すること。  

（3）メールのタイトルとファイルの名前を大学名に変更して保存する。  

（4）参加料は下記の口座へ振り込み，受領証の写しを同封すること。 

その際，大学名を記載すること。  

中国銀行 瀬戸支店 

口座番号 普通預金：1434762 

加入者名 環太平洋大学 陸上競技部 代表 前村公彦  

※申込期限を過ぎたものは受け付けない。 

１７．その他 

（1）本大会は代表者会議を実施しないため，同封の棄権届けを学校受け付けの際に提出す

ること。  

（2）スパイクシューズのピンは 7mm 以下を使用すること。ただし走高跳，やり投では 9

ｍｍ以下とする。  

（3）用器具は，原則として主催者の用意したものを使用すること。 



ただし，やり，棒高跳びのポールは各自持参し検定後使用すること。  

（4）走高跳のバーの上げ方は，以下とする。  

男子：(練習 1m60) 1m65 ・1m70 ・1m75 ・・・   

女子：(練習 1m30) 1m35 ・1m40 ・1m45 ・・・  

（5）棒高跳のバーの上げ方については，事前に審判及び選手と話し合いの上決定する。  

（6）タイムテーブルは，後日第 40 回中国四国私立大学対校陸上競技選手権大会のホーム

ページに掲載する。電話による対応は原則しない。  

（7）本大会出場に際しては，各個人の責任において健康診断を受け健康管理に努めること。

大会中生じた事故については主催者側で応急の処置を行うが，それ以後は各個人の

責任で行うこと。なお 2019 年度公益社団法人日本学生陸上競技連合普通会員は，原

則としてスポーツ安全保険に加入しているので，この保険が適応される場合がある。  

（8）参加校には，補助員をお願いする。 

 


